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　患者さんに、クイズを楽しみながら医
療問題を考えていただき、患者負担軽減
の世論を広げませんか？
　参加にはまず、クイズチラシ兼応募用

紙、回収ボックス、
返信用封筒がセット
になった「クイズチ
ラシグッズ」をご注
文ください。

　

９
月
初
旬
「
グ

ル
メ
と
ワ
イ
ン
を

愉
し
む
旅
」
と
銘

打
っ
て
北
イ
タ
リ

ア
を
巡
っ
た
。
南

部
と
は
気
候
、
風
土
、
人
間
の

気
質
も
違
う
。
生
真
面
目
で
、

自
分
な
り
の
哲
学
を
持
っ
て
葡

萄
作
り
を
し
、
ワ
イ
ン
を
つ
く

っ
て
い
る
。
そ
の
家
業
が
父
か

ら
子
へ
、
孫
へ
と
誇
り
を
持
っ

て
継
承
さ
れ
て
い
る
▼
１
５
０

年
以
上
前
か
ら
バ
ル
サ
ミ
コ
酢

を
製
造
し
て
い
る
農
家
を
訪
ね

た
。
自
家
栽
培
の
葡
萄
を
低
温

で
長
時
間
煮
て
、
し
ぼ
り
汁
を

発
酵
さ
せ
酢
を
作
る
の
だ
が
、

１
４
０
年
前
の
バ
ル
サ
ミ
コ
も

保
存
さ
れ
、
７
・
15
・
20
・
30

・
40
・
50
年
も
の
が
販
売
さ
れ

て
い
た
。
料
理
や
菓
子
の
種

類
、
用
途
に
よ
り
使
い
分
け
る

の
が
基
本
と
の
こ
と
。
30
年
物

（
40
╰
）
30
ユ
ー
ロ
、
40
年
物

で
50
ユ
ー
ロ
も
す
る
。
木
の
樽

は
通
常
オ
ー
ク
が
使
わ
れ
る

が
、
桜
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
も

の
は
独
特
の
高
貴
な
香
り
が
あ

り
高
価
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
ス
プ
ー
ン
を
渡
さ
れ
、
熟

成
の
若
い
も
の
か
ら
順
番
に
一

匙
ず
つ
味
見
を
す
る
。
年
を
経

る
に
従
っ
て
と
ろ
み
が
強
く
な

り
、
酸
味
が
甘
い
う
ま
味
に
か

わ
る
▼
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ノ
・
チ

ー
ズ
の
製
造
工
場
を
朝
早
く
訪

れ
、
牛
乳
に
胃
酸
を
加
え
て
固

め
る
と
こ
ろ
か
ら
見
学
し
た

り
、
犬
を
連
れ
て
ト
リ
ュ
フ
採

り
を
体
験
▼
こ
の
濃
密
な
旅
の

仕
掛
け
人
は
女
性
ソ
ム
リ
エ
の

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん
、
ワ
イ
ン
教
室
の

講
師
で
あ
る
。
小
柄
で
一
見
控

え
め
な
人
。
日
本
女
性
の
綾
さ

ん
は
イ
タ
リ
ア
人
男
性
と
結
婚

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
材
を
日

本
の
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
に

輸
出
す
る
事
業
を
立
ち
上
げ
て

い
る
。
海
外
旅
行
へ
出
か
け
る

た
び
、
日
本
女
性
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
に
目
を
見
張
る
。
彼
女
ら

に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い（
硝
子
）

　

県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
は
や
め
て―

―

。
池
内
春
樹
協
会
理
事
長
ら

が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
い
る
「
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ア
イ
移
転
を
撤
回
さ
せ
、
周
産
期

医
療
の
拡
充
を
求
め
る
会
（
こ
ど
も
病
院
連
絡
会
）
準
備
会
」
は
９
月
16
日
、
中
央
区
・
三
宮

駅
前
で
街
頭
宣
伝
を
実
施
。
70
人
が
参
加
し
、
30
分
で
２
０
０
筆
を
超
え
る
署
名
が
集
ま
っ

た
。
藤
末
衛
協
会
評
議
員
（
全
日
本
民
医
連
会
長
）
が
参
加
し
た
。（
関
連
２
面
）

　

署
名
は
、
県
立
こ
ど
も
病
院

の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
の
移

転
計
画
の
撤
回
と
、
周
産
期
医

療
の
拡
充
を
求
め
る
も
の
。

　

藤
末
先
生
は
マ
イ
ク
を
に
ぎ

り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
中
央
市

民
病
院
が
液
状
化
で
機
能
し
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
、

「
大
震
災
の
教
訓
を
無
視
し
た

移
転
計
画
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
署
名
に
ご
協
力

を
」
と
、
通
行
人
に
呼
び
か
け

た
。

　

訴
え
を
聞
い
た
市
民
は
、

「
全
然
計
画
を
知
ら
な
か
っ

た
」「
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
な

ら
便
利
に
な
る
と
最
初
思
っ
た

が
、
訴
え
を
聞
い
て
災
害
の
こ

と
を
考
え
る
と
問
題
」
な
ど
と

立
ち
止
ま
り
、
次
々
と
署
名
に

応
じ
た
。

　

同
会
に
は
、
現
在
１
万
筆
を

超
え
る
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
今
後
反
対
の
世
論
を
広
げ

る
た
め
、
市
民
向
け
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
を
計
画
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

署
名
用
紙
の
ご
注
文
は
、
☎

078―

393―

１
８
０
７
協
会
事
務

局
ま
で
。

連
絡
会
準
備
会
が
三
宮
で
街
頭
宣
伝

「知らなかった」など市民から大きな反響

　

今
年
も
障
害
者
の
夢
を
乗

せ
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ト
レ
イ

ン
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が
走
り
ま

す
。

　

神
戸
ひ
ま
わ
り
号
で
は
、
障

害
者
自
身
が
日
常
的
に
ま
ち
へ

出
て
地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
障
害

者
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

が
、
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
つ

く
り
の
原
点
と
考
え
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
と
、
年
１

回
貸
切
列
車
で
の
日
帰
り
旅
行

を
企
画
し
、
今
年
で
26
回
目
で

す
。
障
害
が
あ
る
な
し
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
じ
参
加
費
を
払

い
、
対
等
な
立
場
で
１
日
を
楽

し
も
う
と
企
画
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
や

ご
寄
付
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

現
地
で
は
班
単
位
の
行
動
と

な
り
ま
す
。
今
回
は
10
月
21
日

（
日
）、
織
田
信
長
ゆ
か
り
の

町
、
丹
波
市
柏
原
（
か
い
ば

ら
）
を
訪
ね
ま
す
。
柏
原
は
江

戸
時
代
に
信
長
の
子
孫
が
治
め

た
城
下
町
。
陣
屋
や
信
長
を
祀

っ
た
「
建
勲
神
社
」、
天
然
記

念
物
の
「
木
の
根
橋
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
名
所
旧
跡
が
あ
り

ま
す
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
ま
わ
れ
ば
理
解
も
深
ま
り
ま

す
。
丹
波
と
い
え
ば
、
秋
の
味

覚
、
栗
や
マ
ツ
タ
ケ
や
イ
ノ
シ

シ
肉
も
楽
し
み
で
す
。

　

今
年
は
、
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
障
害
者
の
み
な
さ

ん
の
ス
ポ
ー
ツ
を
が
ん
ば
る
姿

が
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。
障
害

の
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

全
て
の
障
害
者
の
み
な
さ
ま
が

旅
行
を
楽
し
め
る
日
が
来
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
郵
便
振
替
口
座
０

０
９
１
０―

２―

１
５
０
３
６

６
兵
庫
県
保
険
医
協
会
（
振
り

込
み
用
紙
を
本
紙
同
封
）、
お

問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078―

393―

１
８
０
１
横
山
、
小
西
ま
で

　

協
会
で
は
10
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
「
秋
の
組
織
強
化
月

間
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
多
く

の
先
生
に
協
会
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
未
入
会
の
先
生

へ
の
ご
案
内
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
（
９
月
20
日
現
在
会
員
数
７

０
５
０
人
）。

　

「
消
費
税
増
税
法
」
や
「
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
」
を

含
む
、
税
と
社
会
保
障
一
体
改

革
関
連
法
が
成
立
し
ま
し
た

が
、
国
民
に
大
幅
な
負
担
を
強

い
る
制
度
改
悪
に
対
し
て
批
判

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
協
会
で

は
、
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

や
ラ
ジ
オ
関
西
で
の
番
組
な
ど

を
通
じ
て
、「
増
税
許
さ
な

い
」「
患
者
の
窓
口
負
担
軽

減
」「
医
療
を
壊
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反

対
」
な
ど
社
会
保
障
充
実
の
た

め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
、
患
者
署

名
、
国
会
行
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、「
頼
り
に
な
り
、
役

に
立
つ
協
会
、
会
員
に
な
っ
て

得
を
す
る
協
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
し
て
、
診
療
報
酬
改
定
対

策
や
保
険
請
求
、
指
導
・
減
点

相
談
、
税
務
・
雇
用
労
務
相

談
、
会
員
懇
談
会
や
診
療
に
関

す
る
各
種
研
究
会
な
ど
、
身
近

に
役
立
つ
要
求
に
も
応
え
ま

す
。

　

あ
わ
せ
て
保
険
医
年
金
や
グ

ル
ー
プ
保
険
、
所
得
補
償
制
度

と
と
も
に
、
来
年
３
月
か
ら
募

集
を
再
開
す
る
休
業
保
障
制
度

な
ど
、
共
済
制
度
の
案
内
も
充

実
さ
せ
ま
す
。

　

勤
務
医
の
利
用
を
広
げ
る
た

め
、
病
院
訪
問
や
医
局
で
の
説

明
会
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
お
知
り
合
い
の
医
科

・
歯
科
開
業
医
、
勤
務
医
の
先

生
に
入
会
を
お
す
す
め
く
だ
さ

い
。

　

先
生
方
の
よ
り
一
層
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

障
害
者
と
の
列
車
の
旅

あ
な
た
も「
ひ
ま
わ
り
号
」に
乗
り
ま
せ
ん
か

あ
な
た
も「
ひ
ま
わ
り
号
」に
乗
り
ま
せ
ん
か

 

理
事
長　
　

池
内　

春
樹

お
知
り
合
い
の
先
生
へ
ご
紹
介
を

 

組
織
部
長　
　

池
本　

恒
彦

秋の組織強化月間

「クイズで考える日本の医療」
10月開始

 グッズをご注文ください

ご注文は、
☎078－393－1807まで

いのち・生活・安全まもる

10・17国民集会10・17国民集会
日　時　10月17日（水）
　　　　13時～14時30分
　　　　 （終了後、パレー 

ド）
会　場　 東京・日比谷野外 

音楽堂
ゲスト　テノール歌手・新垣勉さん

お申し込み・お問い合わせは、　　　　
　　　　　　　☎078－393－1807まで

　秋の大型宣伝として、ラジオ関西の番組「寺谷一紀と！い・しょく・じゅう」の協
会提供コーナー「医療知ろう！」が10月４日から開始されます。医療制度や健康情報
などを協会役員が分かりやすく解説します。３月28日まで。

〈放送予定〉
10月４日　子どもたちの未来のために
　　11日　夢前町産廃処分場建設問題
　　18日　消費税増税で医療制度は良くなるのか
　　25日　国民皆保険制度とTPP

毎週木曜19時40分～20時頃
AM558kHz/1395kHz（県北部）ラジオ関西番組出演

「医療知ろう！」放送開始!!「医療知ろう！」放送開始!!

３面

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

２面

８面第20回日常診より
胃がんリスク検診（ABC検診）の取り組み

研
面
究

IPPNW参加記

2011年自治体国保アンケート結果

署
名
次
々

署
名
次
々  

3030
分
で
２
０
０
筆
超

分
で
２
０
０
筆
超

こ ど も 病 院
ポーアイ移転

署名を訴える藤末評議員（右端）

本紙４～５面がポスターに　医院でご活用を本紙４～５面がポスターに　医院でご活用を
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歯
科
診
療
所
等
斡
旋

歯
科
診
療
所
等
斡
旋

◇
診
療
所　

８
階
建
て
３
階

部
分　

25
坪

◇
所
在
地　

神
戸
市
中
央
区

加
納
町

（
器　

材
）

◇
チ
ェ
ア
ー
２
台
、
パ
ノ
ラ

マ
　

お
問
い
合
わ
せ
は
い
ず
れ

も
、
☎
078―

393―

１
８
０
９ 

協
会　

松
村
ま
で

医
院
譲
渡
①

医
院
譲
渡
①

◇
物
件　

鉄
筋
２
階
建
、
診

療
所
兼
住
居

◇
建
物　

３
２
６
㎡
、
土
地

４
１
６
㎡

◇
標
榜
科
目　

内
科
、
小
児

科
他

◇
所
在
地　

阪
急
中
山
駅
よ

り
バ
ス
で
約
12
分
、
バ
ス
停

斜
め
向
か
い

◇
周
辺　

中
層
マ
ン
シ
ョ
ン

林
立
（
30
棟
以
上
）
区
域

内
、
当
院
の
他
医
院
な
し

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
０
７
９
７―

89―

４
６
４

９月
水
金
土　

午
前
９
時
〜
午

後
１
時医

院
譲
渡
②

医
院
譲
渡
②

◇
所
在
地　

尼
崎
市
浜
田
町

２
丁
目
82
番
、
交
通
・
Ｊ
Ｒ

神
戸
線
「
立
花
」
駅
徒
歩
12

参 加 記

核
兵
器
・
原
発
の
恐
ろ
し
さ

世
界
の
医
師
が
共
有

 

須
磨
区
・
歯
科　
　

加
藤　

擁
一

　

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界
大
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
広
島
開
催
と
い
う
こ
と

で
、
願
い
が
か
な
っ
た
次
第

で
す
。
被
爆
地
で
の
大
会
開

催
と
い
う
こ
と
に
も
、
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
１
９
８
５

年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。
国
際
的
評

価
の
高
い
団
体
で
す
が
、
核

兵
器
廃
絶
と
い
う
目
標
か
ら

は
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で

す
。
世
界
の
医
師
た
ち
が
核

戦
争
の
悲
惨
さ
を
原
点
か
ら

見
つ
め
直
す
い
い
機
会
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
、
福
島
の
原
発
事
故

以
来
の
脱
原
発
の
世
論
の
盛

　

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
）
世
界
大
会

が
、
８
月
24
日
〜
26
日
に
広
島
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ

た
。
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し
、
13
年
３
月
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で

開
か
れ
る
「
核
兵
器
使
用
の
非
人
道
的
結
末
」
に
関
す
る
国

際
会
議
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
国

内
外
41
カ
国
か
ら
約
４
７
０
人
の
医
師
や
研
究
者
が
集
ま

り
、
協
会
か
ら
は
加
藤
擁
一
、
林
祐
介
両
副
理
事
長
、
森
達

哉
先
生
（
反
核
医
師
の
会
運
営
委
員
）
が
参
加
。
全
国
反
核

医
師
の
会
か
ら
は
１
０
０
人
が
参
加
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
主
催
し
た
。
加
藤
副
理
事
長
の
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

り
上
が
り
を
、
大
会
が
ど
う

受
け
止
め
る
か
と
い
う
こ
と

が
注
目
で
し
た
。
最
終
日
、

福
島
原
発
を
テ
ー
マ
に
し
た

会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
健

康
被
害
リ
ス
ク
を
め
ぐ
っ

て
、
白
熱
し
た
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
「
脱
原
発
」

が
声
明
に
盛

り
込
ま
れ
る

に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た

が
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
が
原
発

の
問
題
を
正

面
か
ら
取
り

上
げ
た
こ
と

自
体
が
画
期

的
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

ひ
と
た
び

放
射
線
被
害

が
起
こ
れ

ば
、
核
戦
争

会
員
訃
報

植
田　

啓
嗣
先
生

た
つ
の
市　

内・小
児
科

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

９
月
８
日　

享
年
80
歳

分◇
物
件
種
別　

鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
、
３
階
建
、

元
診
療
所
兼
住
居

元
・
診
療
所
（
１
Ｆ
内

科
、
２
Ｆ
透
析
セ
ン
タ

ー
）、
住
居
３
Ｆ
、
第
２

種
住
居
地
域
、
建
築
年
月

　

１
９
７
７
年
１
月

◇
面
積　

土
地
面
積
２
１

２
・
93
㎡
（
約
64
・
41

坪
）、
建
築
面
積
３
７
２

・
02
㎡
（
約
１
１
２
・
53

坪
）

◇
募
集
科
目　

各
（
全
）

科
目
可
能

◇
そ
の
他　

関
西
ろ
う
さ

い
病
院
１
・
６
㎞
、
県
立

尼
崎
病
院
移
転
予
定
地
１

・
４
㎞

◇
条
件
等
面
談
あ
り

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
１
７

協
会
・
田
村
ま
で

で
あ
ろ
う
が
原
発
事
故
で
あ

ろ
う
が
、
人
間
の
力
の
及
ぶ

と
こ
ろ
で
な
い
と
い
う
の

が
、
多
く
の
参
加
者
の
認
識

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
後
の
運
動
に
、

広
島
・
長
崎
・
福
島
を
経
験

し
た
私
た
ち
日
本
の
医
療
者

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
が
終
わ
っ
て
の
夕

刻
、
ち
ょ
っ
と
宮
島
に
寄
り

道
し
て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
、
世
界
遺
産
の
大
鳥
居
に

夕
日
が
沈
む
瞬
間
に
間
に
合

い
、
し
ば
し
見
と
れ
て
き
ま

し
た
。

　

ま
さ
か
あ
の
向
こ
う
に
オ

ス
プ
レ
イ
な
る
物
騒
な
も
の

が
来
る
な
ど
と
は
、
清
盛
も

想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
。
お
ご
れ
る
者
は
久
し

か
ら
ず
。
心
で
叫
ん
で
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界
大
会

広
島
市
医
師
会
原
爆
殉
職
碑
前
で
キ
ャ
ン
ド
ル
を
献

灯
す
る（
右
か
ら
）加
藤
・
林
両
副
理
事
長
、
森
先
生

　

北
摂
・
丹
波
支
部
が
篠
山
市

議
会
に
提
出
し
て
い
た
「
県
立

こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ア
イ
移
転

計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願
」

が
、
９
月
11
日
の
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
賛
成

３
、
反
対
２
の
賛
成
多
数
で
趣

旨
採
択
と
な
っ
た
。

　

委
員
会
の
質
疑
応
答
で
は
、

請
願
人
と
し
て
出
席
し
た
杉
本

健
郎
支
部
幹
事
が
「
重
篤
な
心

疾
患
や
障
害
が
あ
る
新
生
児
は

も
と
よ
り
、
虫
垂
炎
や
ヘ
ル
ニ

ア
の
場
合
の
小
児
外
科
疾
患
も

地
域
で
は
対
応
せ
ず
、
こ
ど
も

病
院
を
受
診
、
加
療
さ
れ
る
。

篠
山
市
で
も
乳
幼
児
の
１
割
程

度
は
こ
ど
も
病
院
を
受
診
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
時
に
神
戸
中
央
市
民

病
院
が
全
く
機
能
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
県
下
の

小
児
医
療
の
拠
点
と
な
る
こ
ど

も
病
院
が
、
人
工
島
へ
移
転
す

る
こ
と
の
危
険
性
は
誰
で
も
思

う
こ
と
だ
」
と
、
篠
山
市
の
小

児
医
療
と
こ
ど
も
病
院
の
関
係

を
具
体
的
に
説
明
し
、
請
願
採

択
を
求
め
た
。

　

紹
介
議
員
は
、
木
戸
貞
一

（
無
所
属
）、
前
田
え
り
子

（
共
産
）
の
両
議
員
。

　

同
支
部
は
、
三
田
市
・
丹
波

市
両
議
会
に
も
同
請
願
を
提
出

し
て
い
た
が
、
三
田
市
は
不
採

択
、
丹
波
市
は
継
続
審
議
と
な

っ
た
。

こども病院移転

篠山市議会委員会が篠山市議会委員会が
““見直し求める見直し求める””請願採択請願採択

点
を
含
ん
で
い
る
。

　

多
く
の
県
民
が
一
致
で
き
る

点
で
連
絡
準
備
会
が
結
成
さ

れ
、
署
名
活
動
が
開
始
さ
れ

た
。

　

そ
れ
は
Ｐ
Ｉ
が
震
災
・
津
波

被
害
を
ま
と
も
に
受
け
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
加

え
、
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
の
危
険

に
も
さ
ら
さ
れ
る
、
治
験
・
実

験
の
特
区
で
あ
る
医
療
産
業
の

集
積
地
へ
の
移
転
で
あ
る
こ

と
。
そ
し
て
、
周
産
期
医
療
の

機
能
を
持
つ
中
央
市
民
病
院
と

の
〝
一
体
運
営
〞
と
い
う
、
兵

庫
県
全
体
と
し
て
は
周
産
期
医

療
機
能
の
縮
小
に
つ
な
が
る
と

い
う
点
で
あ
る
。

　

し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
国
の
社
会
保
障

切
り
捨
て
計
画
に
加
え
、
兵
庫

県
や
神
戸
市
、
さ
ら
に
は
財
界

　

県
立
こ
ど
も
病

院
の
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
（
Ｐ
Ｉ
）

へ
の
移
転
計
画

は
、
多
く
の
問
題

や
医
療
関
連
企
業
な
ど
の
思
惑

が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

か
つ
て
〝
山
を
削
り
海
に
行

く
〞
と
言
っ
た
神
戸
市
や
県
の

乱
開
発
で
で
き
上
が
っ
て
し
ま

っ
た
広
大
な
埋
立
地―

Ｐ
Ｉ
。

有
効
な
利
用
法
も
な
く
、
震
災

後
〝
創
造
的
復
興
〞
と
し
て
医

療
関
連
企
業
を
集
積
し
、〝
医

療
産
業
都
市
構
想
〞
を
計
画
し

市
民
病
院
の
２
カ
所
の
周

産
期
医
療
の
セ
ン
タ
ー
が

１
カ
所
に
な
っ
て
し
ま
う

で
あ
る
「
地
域
医
療
再
生
計

画
」
に
、
県
が
こ
っ
そ
り
対
応

し
て
い
た
と
い
う
問
題
だ
。

　

こ
れ
は
、
自
公
政
権
時
代
に

定
め
ら
れ
た
、
病
院
、
特
に
公

的
病
院
の
経
営
合
理
化
や
統
廃

合
を
進
め
る
「
公
立
病
院
改
革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
、

病
院
の
経
営
や
運
営
の
合
理
化

に
従
え
ば
、
一
定
の
国
庫
助
成

た
。
当
然
、
震
災
、
津
波
、
液

状
化
と
い
う
問
題
の
多
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
多
く
の
企
業
の
実

験
、
開
発
が
行
わ
れ
る
地
域
と

な
る
と
こ
ろ
に
、
一
般
市
民
の

医
療
を
行
う
市
民
病
院
を
移
転

し
、
さ
ら
に
県
立
こ
ど
も
病
院

も
と
い
う
。

　

次
に
移
転
に
際
し
て
の
助
成

金
の
問
題
が
あ
る
。
国
の
指
針

金
が
出
る
と
い
う
も
の
だ
。
神

戸
市
が
Ｐ
Ｉ
の
土
地
売
却
の
た

め
に
県
に
も
ち
か
け
た
と
の
話

も
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。

　

そ
し
て
国
に
提
出
さ
れ
た

〝
市
民
病
院
と
の
一
体
的
運

用
〞
で
あ
る
。
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
結

果
と
し
て
県
立
こ
ど
も
病
院
、

県
立
こ
ど
も
病
院
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転

署
名
集
め
運
動
を
前
へ

署
名
集
め
運
動
を
前
へ

こ
と
に
な
る
。

　

兵
庫
県
は
日
本
の
縮
図
と
も

言
わ
れ
る
よ
う
な
、
広
大
か
つ

多
様
な
地
域
が
含
ま
れ
る
。
県

医
師
会
の
西
田
副
会
長
は
、
県

下
の
分
娩
数
か
ら
見
て
「
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」

は
５
カ
所
は
必
要
と
述
べ
て
い

る
。
ち
な
み
に
大
阪
府
に
は
５

カ
所
の
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
詳
細
を
県
民

に
知
ら
せ
る
こ
と
も
な
く
、
時

期
や
場
所
を
明
確
に
す
る
こ
と

も
な
く
〝
Ｐ
Ｉ
に
移
転
あ
り

き
〞
が
先
行
し
、
そ
の
理
由
付

け
が
後
手
後
手
に
回
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め

多
く
の
県
民
や
医
療
界
の
反
対

の
声
が
上
が
る
の
も
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。

　

署
名
活
動
で
こ
の
運
動
を
前

進
さ
せ
、
県
民
の
た
め
の
よ
り

よ
い
地
域
医
療
の
た
め
に
奮
闘

し
よ
う
。

西
宮
・
芦
屋
支
部　

被
災
地
医
療
の
現
状
講
演
会

西
宮
・
芦
屋
支
部　

被
災
地
医
療
の
現
状
講
演
会

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
４

日
、
講
師
に
青
森
県
保
険
医
協

会
会
長
の
大
竹
進
先
生
を
招
い

て
、
協
会
会
議
室
で
被
災
地
医

療
の
現
状
講
演
会
「
地
域
医
療

再
生
／
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

処
方
せ
ん
〜

被
災
地
に
集

ま
っ
て
知
恵

を
出
し
合
お

う
〜
」
を
開

催
し
た
。
広

川
恵
一
副
支

部
長
が
司
会

を
務
め
、
20

人
が
参
加
し

た
。

　

大
竹
先
生
は
「
ほ
っ
と
一
息

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
仮
設
住
宅

支
援
な
ど
、
東
日
本
大
震
災
被

説
。

　

震
災
か
ら
１
年
以
上
が
経
過

し
、
が
れ
き
撤
去
や
医
療
機
関

被
災
地
の
現
状
を
訴
え
る
大
竹
青
森
協
会
会
長

今
こ
そ
開
業
医
の
底
力
を

青
森
協
会
会
長
が
講
演

再
建
な
ど
は
一
定
進
ん
だ
も
の

の
、
深
刻
な
医
師
不
足
が
今
な

お
続
い
て
い
る
状
況
な
ど
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
地
の
医
療
再
建

の
た
め
、
医
療
・
介
護
の
連

携
、
勤
務
医
の
定
年
延
長
、
医

学
生
へ
の
働
き
か
け
、
院
内
開

業
な
ど
多
様
な
提
言
や
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
紹
介

し
、
今
こ
そ
開
業
医
の
底
力
が

期
待
さ
れ
て
い
る
と
訴
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
被
災
地
の
新

た
な
挑
戦
へ
の
エ
ー
ル
と
と
も

に
、
今
後
も
地
域
医
療
再
生
の

た
め
共
に
奮
闘
す
る
決
意
な
ど

が
語
ら
れ
た
。

　

当
日
、
大
竹
先
生
は
正
副
理

事
長
会
議
で
あ
い
さ
つ
。
池
内

春
樹
理
事
長
ら
と
被
災
地
の
医

療
再
建
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も

両
協
会
が
尽
力
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
、
エ
ー
ル
交
換
し

た
。

池
内
理
事
長
（
右
）
と
固
く
握
手

災
者
に
対
す
る
支
援
活
動

に
つ
い
て
多
数
の
写
真
や

記
事
な
ど
と
と
も
に
解



保険証「未交付」４万８千件超保険証「未交付」４万８千件超

２０１２年(平成２４年)９月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６９８号（３）

図１　保険証未交付率は若干の改善

図２　短期保険証・資格証明書発行状況は高水準のまま
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す
る
条
項
が
あ
る
が
、
活
用
し

て
い
る
の
は
全
県
で
２
２
７
人

で
、
前
年
度
の
４
５
５
人
か
ら

大
幅
に
減
少
し
た
。
ま
た
９
自

治
体
で
44
条
を
具
体
化
す
る
た

め
の
条
例
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

自
治
体
も
悲
鳴

削
ら
れ
る
国
庫
負
担

　

国
保
財
政
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
自
治
体
が
「
県
費

補
助
」
と
「
国
庫
負
担
」
を
、

「
増
や
す
べ
き
」
と
回
答
し

た
。
ま
た
２
０
１
０
年
度
決
算

状
況
の
健
全
化
の
程
度
に
つ
い

て
は
、
半
数
を
超
え
る
23
自
治

体
が
「
す
す
ん
で
い
な
い
」
ま

た
は
「
悪
化
し
た
」
と
回
答
し

た
。

　

各
自
治
体
と
も
財
政
的
に
余

裕
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
国

保
会
計
に
占
め
る
国
庫
負
担
の

割
合
は
79
年
に
64
・
２
％
あ
っ

た
が
、
07
年
度
に
は
25
％
ま
で

減
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
国
庫

負
担
減
が
保
険
料
を
高
騰
さ
せ

る
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い

世
帯
に
発
行
さ
れ
る
「
短
期
保

険
証
」
発
行
は
５
万
３
２
３
７

世
帯
で
、
前
年
度
の
５
万
９
２

１
７
世
帯
か
ら
減
少
し
て
い

る
。
被
保
険
者
世
帯
比
で
は
６

・
３
％
と
な
っ
た
。
前
年
度
の

７
・
２
％
か
ら
改
善
し
て
い
る

が
、
03
年
度
の
３
・
１
％
か
ら

２
倍
以
上
に
な
る
な
ど
増
加
し

続
け
て
い
る
。
背
景
に
は
不
景

気
と
低
所
得
者
の
増
加
が
あ

り
、
依
然
と
し
て
加
入
者
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

滞
納
期
間
が
１
年
を
超
え
た

未
納
者
に
発
行
さ
れ
る
、「
資

格
証
明
書
」（
窓
口
で
全
額
自

己
負
担
）
の
発
行
世
帯
は
、
８

３
４
６
世
帯
で
、
前
年
度
の
８

５
８
５
世
帯
か
ら
若
干
減
少
し

て
い
る
。
被
保
険
者
世
帯
比
で

は
１
・
０
％
と
な
っ
た
（
図

2
）（
交
付
対
象
者
数
が
前
年

度
か
ら
３
万
世
帯
以
上
増
加
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
昨
年
度
更

新
が
な
か
っ
た
自
治
体
も
あ
る

た
め
、
増
加
し
た
も
の
で
あ

る
）。

　

国
民
健
康
保
険
法
は
第
44
条

で
医
療
費
の
自
己
負
担
を
減
免

多
少
改
善
も

な
お
厳
し
い
実
態

　

２
０
１
１
年
12
月
１
日
の
更

新
期
の
保
険
証
の
「
未
交
付
」

状
況
を
自
治
体
別
に
み
る
と
、

尼
崎
市
16
・
４
％
、
姫
路
市
11

・
０
％
、
市
川
町
10
・
７
％
、

三
木
市
10
・
０
％
、
赤
穂
市
10

・
０
％
と
、
５
自
治
体
で
10
件

に
１
件
は
保
険
証
が
交
付
さ
れ

て
い
な
い
（
昨
年
は
７
自
治

体
）。
県
全
体
の
「
未
交
付
」

率
は
５
・
７
％
と
昨
年
度
の
６

・
８
％
よ
り
も
改
善
し
た
が
、

２
０
０
８
年
以
前
と
ほ
ぼ
同
じ

で
、
高
い
水
準
が
続
い
て
い
る

（
図
１
）。

　

保
険
料
の
減
免
制
度
を
利
用

し
て
い
る
世
帯
の
割
合
は
、
前

年
同
様
55
・
３
％
と
な
り
、
15

自
治
体
で
50
％
を
超
え
て
い

る
。
加
入
者
の
半
数
以
上
が
正

規
の
保
険
料
を
払
え
な
い
と
い

う
実
態
は
、
加
入
世
帯
の
所
得

に
対
し
て
保
険
料
が
高
す
ぎ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

保
険
料
未
納
が
１
年
以
内
の

　

協
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る

国
保
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
県
下
の
保
険
証
「
未
交

付
」
は
４
万
８
２
３
９
件
に
及

ぶ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

全
交
付
対
象
数
に
占
め
る
割
合

は
５
・
７
％
で
、
前
年
の
６
・

８
％
か
ら
若
干
の
改
善
が
見
ら

れ
た
も
の
の
、
な
お
高
い
水
準

に
あ
る
。
国
保
ア
ン
ケ
ー
ト
は

１
９
８
８
年
に
開
始
し
１
９
９

２
年
以
来
、
20
年
連
続
で
す
べ

て
の
自
治
体
か
ら
回
答
を
得
て

い
る
。

表　市町別の国保保険証交付状況
 （2011年12月1日現在）

自治体名 交付対象
総　数 交付済数 未交付数 未交付率

神 戸 市 241,465 230,579 10,886 4.5%
尼 崎 市 80,038 66,941 13,097 16.4%
伊 丹 市 30,374 30,127 247 0.8%
宝 塚 市 33,343 33,343 0 0.0%
川 西 市 22,607 22,607 0 0.0%
三 田 市 11,178 11,135 43 0.4%
西 宮 市 65,576 61,644 3,932 6.0%
芦 屋 市 14,156 14,017 139 1.0%
明 石 市 42,504 40,914 1,590 3.7%
加古川市 39,540 36,820 2,720 6.9%
高 砂 市 14,055 13,989 66 0.5%
西 脇 市 6,940 6,758 182 2.6%
三 木 市 12,935 11,647 1,288 10.0%
小 野 市 7,140 6,739 401 5.6%
加 西 市 6,722 6,722 0 0.0%
姫 路 市 80,936 72,035 8,901 11.0%
相 生 市 5,091 4,748 343 6.7%
赤 穂 市 7,100 6,393 707 10.0%
たつの市 11,489 11,279 210 1.8%
宍 粟 市 6,066 6,056 10 0.2%
加 東 市 5,204 4,702 502 9.6%
洲 本 市 7,900 7,674 226 2.9%
淡 路 市 8,700 8,006 694 8.0%
南あわじ市 8,687 8,423 264 3.0%
豊 岡 市 13,500 12,774 726 5.4%
養 父 市 4,018 3,893 125 3.1%
朝 来 市 4,737 4,737 0 0.0%
篠 山 市 6,420 6,366 54 0.8%
丹 波 市 9,811 9,594 217 2.2%
猪名川町 3,988 3,982 6 0.2%
多 可 町 3,309 3,309 0 0.0%
稲 美 町 4,777 4,657 120 2.5%
播 磨 町 5,285 5,129 156 3.0%
神 河 町 1,711 1,681 30 1.8%
市 川 町 2,016 1,801 215 10.7%
太 子 町 4,088 4,088 0 0.0%
福 崎 町 2,660 2,659 1 0.0%
上 郡 町 2,335 2,259 76 3.3%
佐 用 町 2,838 2,778 60 2.1%
新温泉町 2,482 2,479 3 0.1%
香 美 町 3,039 3,037 2 0.1%
計 846,760 798,521 48,239 5.7%

2011年　自治体国保アンケート結果

兵庫県社保協発行 2012年度版

「くらしと命を守るハンドブック」ご活用のお願い「くらしと命を守るハンドブック」ご活用のお願い
　

社
会
保
障
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
兵
庫
県
社
会
保
障

推
進
協
議
会
（
兵
庫
県
社
保
協
、
会
長
・
吉
岡
正
雄
協
会
副
理
事
長
）

が
、
昨
年
に
つ
づ
き
「
く
ら
し
と
命
を
守
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
２
０
１

２
年
度
版
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

税
や
福
祉
・
医
療
・
介
護
な
ど
の
し
く
み
は
煩
雑
で
、
申
請
す
れ
ば

免
除
・
減
額
さ
れ
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
こ
れ
ら
の
役
立
つ
制
度
・
情
報
を
解
説
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。
待
合

室
に
置
い
て
、
患
者
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
な
ど
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

内
容 

住
民
税
を
非
課
税
に
／
医
療
費
控
除
／
控
除
の
種
類
と
金
額
／

障
害
者
手
帳
／
特
別
障
害
者
手
当
／
高
齢
者
の
医
療
費
負
担
の
軽
減
／

高
額
療
養
費
制
度
／
国
保
の
保
険
料
（
税
）・
減
免
／
特
別
な
事
情
が

あ
れ
ば
国
保
証
は
発
行
さ
れ
る
／
介
護
保
険
／
生
活
保
護
／
国
民
年
金

保
険
料
の
減
免
と
猶
予
／
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
制
度
等

　１部200円（送料無料）。
　ご希望の方は、☎078－393－
1807､ またはファックス078－
393－1802でお申し込みくださ
い。

る
。

　

協
会
は
自
治
体
に
国
保
運
営

の
改
善
を
迫
る
と
と
も
に
、
国

に
対
し
て
も
国
庫
負
担
率
を
改

定
前
の
45
％
に
戻
す
こ
と
を
求

め
て
い
る
。
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と
思
い
ま
す
。
第
１

弾
が
こ
の
研
修
に
な

り
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
あ
い
さ

つ
に
は
気
を
付
け
て

お
り
ま
し
た
が
、
研

修
会
で
「
笑
顔
で
明

る
く
、
自
分
か
ら
す

る
よ
う
に
！
」
と
ご

指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ビ
ッ
ク
リ
し
た
の

は
、
あ
い
さ
つ
の
で

き
る
先
輩
が
新
ス
タ

ッ
フ
に
指
導
を
し
、

そ
れ
が
ど
う
し
て
も

で
き
な
い
人
は
、
向

　

と
こ
ろ
が
９
月
１
日
に
、
当

院
か
ら
５
分
で
行
け
る
小
野
市

の
エ
ク
ラ
で
同
じ
テ
ー
マ
の
接

遇
研
修
会
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

当
院
は
み
ん
な
で
研
修
会
な

ど
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
悪
い
医
療
機
関
な

の
で
、
こ
れ
を
機
に
研
修
会
に

参
加
し
、
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
い

　

今
年
の
４
月
21
日
に
も
同
じ

テ
ー
マ
で
北
阪
神
支
部
の
接
遇

研
修
会
が
あ
り
、
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
い

た
み
ホ
ー
ル
で
遠
い
た
め
、
ま

た
ス
タ
ッ
フ
の
入
れ
替
わ
り
、

薬
価
改
正
な
ど
で
な
か
な
か
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

北
播
支
部
は
９
月
１
日
、
職

員
接
遇
研
修
会
「
接
遇
の
基
本

と
ク
レ
ー
ム
対
応
」
を
小
野
市

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
で
開

催
し
た
。
講
師
に
大
手
前
女
子

短
期
大
学
准
教
授
の
水
原
道
子

氏
を
招
き
、
44
人
が
参
加
し

た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介

す
る
。

つ
い
て
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
12
日
を
期
限
に

政
府
が
実
施
し
て
い
た
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
に
関
す
る
選
択

肢
」
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
、
８
月

５
日
に
毎
年
恒
例
の
市
民
公
開

の
映
画
会
と
学
習
会
を
、
三
田

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
、
52
人
が
参
加
し
た
。

　

今
年
は
、
１
９
５
４
年
の
ビ

　

学
習
会
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
福
島
第
一

原
発
事
故
に
よ
っ
て
今

な
お
続
い
て
い
る
放
射

能
汚
染
の
問
題
に
つ
い

て
、
保
険
医
協
会
環
境

・
公
害
対
策
部
の
森
岡

芳
雄
部
長
が
「
本
当
の

ゴ
ジ
ラ
は
見
え
な
い
！

　

忘
れ
て
は
い
け
な
い

放
射
能
汚
染
の
こ
れ
か

ら
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
。

　

森
岡
先
生
は
、
原
爆

と
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
線
被
曝
の
違
い
や
、

原
子
炉
災
害
に
よ
る
内

部
被
曝
の
特
徴
な
ど
に

キ
ニ
環
礁
で
の
ア
メ
リ
カ
の
水

爆
実
験
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
第

五
福
竜
丸
事
件
を
も
と
に
製
作

さ
れ
、
同
年
に
公
開
さ
れ
た
映

画
「
ゴ
ジ
ラ
」
を
上
映
。

「ゴジラ」上映会＆学習会で
放射能汚染を考える

処
方
か
ら
し
ば
ら
く
遠
の
い
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
薬
の
使
い

方
が
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た

し
、
そ
の
他
に
も
先
生
の
こ
れ

ま
で
の
ご
経
験
に
て
培
わ
れ
た

細
や
か
な
ご
配
慮
や
、
患
者
さ

ん
お
よ
び
ご
家
族
へ
の
対
応
な

ど
も
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

現
在
ま
で
に
看
取
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
患
者
さ
ん
を
思
い
出

し
反
省
す
る
と
と
も
に
、
ご
本

方
で
も
、
制
度
自
体
を
知
ら
な

い
の
で
何
十
年
も
放
置
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
知
り
ま

し
た
。

　

せ
っ
か
く
国
や
自
治
体
が
立

派
な
医
療
・
福
祉
制
度
を
作
り

上
げ
て
も
、
そ
れ
を
よ
り
良
く

生
か
せ
る
人
た
ち
が
存
在
し
な

け
れ
ば
何
の
意
味
も
な
く
、
こ

の
ま
ま
で
は
救
わ
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
の
私
も
患
者
様
の
力
に
な

を
受
け
、
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
支
え
て
も
ら
う
べ
き
制
度

が
、
こ
ん
な
に
も
複
雑
で
理
解

し
に
く
く
遠
い
存
在
な
の
か
、

納
付
に
関
し
て
は
し
っ
か
り
も

れ
な
く
徴
収
さ
れ
る
の
に
、
給

付
と
な
る
と
自
己
責
任
と
い
う

こ
と
が
多
く
、
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
方
に
は
配
慮
が
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

現
状
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

で
苦
し
い
思
い
を
さ
れ
て
い
る

イ
ス
も
で
き
ず
、
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
た
び
懇
談
会
で
阿
江
先
生

よ
り
制
度
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
本

当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
介
護

保
険
導
入
後
、
介
護
問
題
は
改

善
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
制
度
上
の

問
題
点
、
特
に
高
齢
者
の
介
護

と
障
害
と
生
活
問
題
が
切
り
離

さ
れ
た
よ
う
な
仕
組
み
に
、
今

回
改
め
て
矛
盾
を
感
じ
ま
し

た
。

　

全
て
の
人
が
安
心
し
て
医
療

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
９
月
１

日
、
会
員
懇
談
会
「
医
療
機
関

で
知
っ
て
お
き
た
い
医
療
・
福

祉
の
役
立
つ
制
度
」
を
三
田
市

総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
た
。
講
師
に
神
戸
女
子
大

学
の
阿
江
善
春
氏
を
招
き
、
40

人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
感

想
文
を
紹
介
す
る
。

　　

日
々
医
療
に
従
事
し
て
お
り

ま
す
と
、
患
者
様
よ
り
介
護
の

問
題
、
医
療
に
つ
い
て
の
悩
み

を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

私
自
身
制
度
に
つ
い
て
の
知
識

が
全
く
な
い
た
め
何
の
ア
ド
バ

北
摂
・
丹
波
支
部　

会
員
懇
談
会

北
摂
・
丹
波
支
部　

会
員
懇
談
会

姫
路
姫
路
・・
西
播
支
部　

第

西
播
支
部　

第
2727
回
総
会

回
総
会
・・
記
念
講
演
会

記
念
講
演
会

在
宅
患
者
へ
の
ケ
ア

あ
ら
た
め
て
考
え
た

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
７
月
28

日
、
第
27
回
支
部
総
会
を
姫
路

じ
ば
さ
ん
び
る
で
開
催
し
、
11

年
度
活
動
の
ま
と
め
と
12
年
度

活
動
方
針
を
採
択
し
た
。
ま
た

桃
井
健
仁
先
生
（
姫
路
市
）
を

新
し
く
支
部
幹
事
に
選
出
し

た
。
記
念
講
演
で
は
「
在
宅
末

期
が
ん
患
者
に
お
け
る
緩
和
ケ

ア
」
を
テ
ー
マ
に
、
灘
区
・
関

本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
関
本
雅
子
先

生
が
講
演
し
、
33
人
が
参
加
し

た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介

す
る
。

　

こ
の
た
び
、
神
戸
市
灘
区
で

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
を
ご
開
業
さ
れ

て
お
ら
れ
る
関
本
雅
子
先
生
の

ご
講
演
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

関
本
先
生
の
ご
専
門
は
麻
酔

科
で
、
六
甲
病
院
緩
和
ケ
ア
病

棟
（
ホ
ス
ピ
ス
）
医
長
と
し
て

ご
活
躍
の
の
ち
、
２
０
０
１
年

に
ご
開
業
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

ま
ず
、
感
想
を
一
言
で
申
し

上
げ
ま
す
と
、
非
常
に
感
銘
を

受
け
た
講
演
会
で
し
た
。

　

私
は
父
と
と
も
に
赤
穂
市
で

開
業
医
と
し
て
働
い
て
い
る
身

と
し
て
、
患
者
さ
ん
の
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、

市
内
に
慢
性
期
の
患
者
さ
ん
を

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
病
床
も

少
な
い
こ
と
か
ら
、
在
宅
の
重

要
性
を
日
々
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
緩
和
ケ
ア
は
以
前

か
ら
興
味
の
あ
る
分

野
で
し
た
の
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
臨
床
に
大
変

有
用
な
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

先
生
の
ご
講
演
の

中
で
驚
い
た
の
は
、

常
に
今
日
明
日
も
分

か
ら
な
い
と
い
う
患

者
さ
ん
が
数
人
お
ら

れ
る
と
い
う
現
実
で

し
た
。

　

ま
た
、
最
近
麻
薬

人
様
の
満
足
は
も
ち
ろ
ん
、
ご

家
族
の
方
が
の
ち
に
思
い
出
さ

れ
る
際
に
も
在
宅
で
介
護
し
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
改
め
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
講
演
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

 

【
赤
穂
市　

三
上　

雅
美
】

北摂北摂・・丹波支部　市民公開企画丹波支部　市民公開企画

患
者
さ
ん
の
た
め
の

医
療・福
祉
制
度
を
学
ぶ

い
て
な
い
の
で
、
こ
の
仕
事
を

考
え
た
方
が
い
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
み
か
ん
？　

の
箱
の
中

に
１
個
く
さ
っ
た
も
の
が
混
じ

っ
て
い
た
ら
、
他
の
み
か
ん
ま

で
く
さ
り
ま
せ
ん
か
！　

ス
タ

ッ
フ
の
あ
い
さ
つ
に
レ
ベ
ル
の

差
が
あ
る
の
は
よ
く
な
い
と
言

わ
れ
、
私
も
同
感
で
す
！

　

こ
の
研
修
会
で
い
っ
ぱ
い
い

い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
脳
裏
に
残
っ
て
い
る
こ
と

だ
け
を
羅
列
し
ま
す
と
次
の
通

り
で
す
。

　

①
接
遇
の
極
意
は
優
し
さ
で

あ
る
！

　

②
接
遇
は
本
人
が
主
人
公
！

　

③
患
者
さ
ん
に
フ
ァ
ン
に
な

っ
て
も
ら
う
。

　

④
好
意
と
信
頼
：
明
る
く
や

さ
し
く
誠
意
を
も
っ
て
対
応
！

そ
れ
に
は
知
識
、
情
報
そ
し
て

記
憶
力
が
必
要
。

　

⑤
電
話
の
応
対
：
明
る
く
は

っ
き
り
と
！　

相
手
が
見
え
な

い
の
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
一

切
答
え
な
い
！

　

⑥
ク
レ
ー
ム
の
原
因
：
ス
タ

ッ
フ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
言
動
に

キ
レ
る
こ
と
が
多
い
。
患
者
側

の
自
己
中
心
的
な
考
え
に
よ
る

こ
と
も
あ
る
。

　

⑦
ク
レ
ー
ム
を
減
ら
す
に

は
：
原
因
を
作
ら
な
い
、
患
者

と
仲
良
く
な
る
。
フ
ァ
ン
な
ら

ク
レ
ー
ム
を
言
わ
な
い
。

　

⑧
ク
レ
ー
ム
対
応
の
３
原

則
：
人
、
場
所
、
時
を
変
え
て

対
応
！　

上
司
に
か
わ
り
、
応

接
室
に
場
所
変
え
、
お
茶
で
な

く
コ
ー
ヒ
ー
で
お
も
て
な
し
、

用
件
は
急
が
ず
後
日
へ
。

　

⑨
患
者
さ
ん
に
、
悪
い
こ
と

が
あ
れ
ば
13
人
も
減
る
！　

い

い
こ
と
が
あ
る
と
４
人
の
患
者

が
増
え
る
！　

つ
ま
り
い
い
こ

と
を
し
て
も
患
者
さ
ん
は
増
え

る
の
は
し
れ
て
い
る
が
、
怒
ら

し
た
ら
患
者
さ
ん
が
減
る
よ
！

　

な
ど
た
く
さ
ん
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
で
も
こ
れ
ら

は
、
水
原
道
子
先
生
の
講
演
を

聞
い
て
い
な
い
と
わ
か
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
も
し
あ
い
さ
つ

の
で
き
な
か
っ
た
人
が
辞
め

て
、
そ
の
人
の
関
係
者
が
ク
レ

ー
ム
を
言
っ
て
き
た
ら
、
ど
う

対
応
し
た
ら
い
い
の
か
？　

の

説
明
が
な
か
っ
た
の
が
ち
ょ
っ

と
不
安
で
す
！

　

水
原
道
子
先
生
、
貴
重
な
講

演
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
診
療
所
の
接
遇
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
役
立
つ
と
思
い
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

 

【
小
野
市　

依
藤　

光
宏
】

れ
ま
せ
ん
が
、

せ
め
て
相
談
窓

口
や
対
応
し
て

い
た
だ
け
る
と

こ
ろ
を
紹
介
で

き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
よ

う
な
機
会
が
あ

れ
ば
参
加
し
て

役
立
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
三
田
市
・
前
橋
内
科
循
環
器
科
医
院

 

入
江　

眞
紀
子
】

ト
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
と
と

も
に
、
原
発
政
策
を
見
直
さ
せ

る
た
め
に
、
意
見
を
主
張
す
る

こ
と
が
重
要
と
呼
び
か
け
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ゴ
ジ
ラ

は
何
か
を
た
と
え
て
い
る
映
画

で
は
な
い
か
。
古
い
映
画
で
は

あ
る
が
今
新
鮮
で
考
え
さ
せ
ら

れ
た
」「
こ
れ
か
ら
の
原
発
依

存
の
方
向
性
に
つ
い
て
再
考
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
人
間
と
し

て
、
日
本
人
と
し
て
今
後
の
こ

と
を
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
」「
内
部
被
曝
の
影
響

に
つ
い
て
よ
く
理
解
で
き
た
」

「
何
を
選
べ
ば
次
世
代
の
人
に

安
全
安
心
な
世
界
に
な
る
の

か
、
マ
ス
コ
ミ
に
頼
っ
て
い
て

は
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
感
想

が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

質
疑
応
答
も
活
発
に
な
さ
れ
た

北
播
支
部　

接
遇
研
修
会

北
播
支
部　

接
遇
研
修
会

診
療
所
の
接
遇
を

 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
！

実
技
も
交
え
た
〝
具
体
的
な
〞
研
修
を
行
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
制
度
を
阿
江
先
生
が
解
説

支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内

日　時　10月19日（金）20時～
会　場　西宮渡辺心臓・血管センター
特別講演　 代表的な呼吸器疾患のX線写真
講　師　尼崎市・はら内科クリニック
　　　　原秀樹先生

■西宮・芦屋支部■胸部Ｘ－Ｐ読影会

日　時　10月20日（土）14時半～
会　場　協会会議室
記念講演　 インフルエンザを含む感染症

外来の最近の話題
講　師　神戸大学　岩田健太郎教授
※終了後、懇親会（無料）

■神戸支部■第33回支部総会・記念講演

「新鮮で考えさせられた」などの感想がよせられた

感 想 文

感 想 文

感 想 文
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研究部保険請求
〈医科〉

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
会
員
で

も
あ
る
尼
崎
の
長
尾
和
宏
先
生

は
、
在
宅
医
療
で
５
０
０
人
以

上
の
看
取
り
を
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
医
院
の
横
に
は
「
医
療
・

介
護
よ
ろ
ず
相
談
室
」
を
設
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
先
生
が
豊
富
な
経
験

を
も
と
に
、
が
ん
末
期
や
認
知

症
末
期
や
老
衰
時
、「
病
院

死
」
を
選
び
ま
す
か
、「
在
宅

死
」
を
選
び
ま
す
か
と
問
い
か

け
る
、
す
ば
ら
し
い
本
を
出
版

さ
れ
ま
し
た
。「
胃
ろ
う
、
抗

が
ん
剤
、
延
命
治
療
い
つ
や
め

ま
す
か
？
『
平
穏
死
』
10
の
条

件
」
で
す
。

　

第
１
の
条
件
は
平
穏
死
で
き

な
い
現
実
を
知
ろ
う
、
第
２
の

条
件
は
看
取
り
の
実
績
が
あ
る

在
宅
医
を
探
そ
う
、
第
３
の
条

件
は
勇
気
を
出
し
て
葬
儀
屋
さ

ん
と
話
し
て
み

よ
う
、
第
４
の

条
件
は
平
穏
死

さ
せ
て
く
れ
る

施
設
を
選
ぼ

う
、
第
５
の
条

件
は
年
金
が
多

　

初
秋
の
午
後
、
京
都
を
訪

ね
ま
し
た
。
大
出
雲
展
を
見

学
す
る
た
め
に
、
東
山
七
条

に
あ
る
京
都
国
立
博
物
館
に

歩
を
進
め
ま
し
た
。

　

京
都
国
立
博
物
館
は
明
治

30
年
の
開
設
以
来
、
京
都
と

い
う
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持

っ
た
地
に
あ
っ
て
、
京
都
の

文
化
財
の
収
集
と
保
存
、
調

査
研
究
を
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
日
本
と
東
洋
の
埋
蔵
文

化
財
が
特
に
充
実
し
、
仏
像

陶
磁
器
、
絵
画
等
々
が
鑑
賞

で
き
ま
す
。

　

建
物
は
重
要
文
化
財
指
定

の
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
西
洋
風

で
、
堂
々
た
る
風
情
で
す
。

　

大
出
雲
展
は
９
月
９
日
に

終
了
し
た
の
で
す
が
、
古
事

記
１
３
０
０
年
と
い
う
こ
と

で
、
歴
史
書
や
大
量
出
土
の

銅
剣
・
銅
鐸
や
出
雲
大
社
の

巨
大
神
殿
の
柱
の
展
示
な

ど
、
古
代
・
中
世
の
出
雲
人

の
は
ぐ
く
ん
だ
神
と
仏
へ
の

祈
り
の
か
た
ち
の
展
望
を
体

感
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
こ
の
展
示
物
は
島

根
県
・
出
雲
大
社
の
西
隣
に

そ
び
え
る
島
根
県
立
古
代
出

雲
歴
史
博
物
館
に
入
館
さ
れ

ま
す
と
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
重
要
文
化
財
、
国
宝
の

多
さ
と
壮
大
さ
に
圧
倒
さ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

京
都
は
有
名
観
光
地
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
胸
と
き
め

く
美
術
館
・
博
物
館
が
そ
こ

か
し
こ
に
点
在
し
て
い
ま

す
。

　

秋
の
一
日
、
た
と
え
ば
ハ

イ
ア
ッ
ト
・
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
で
食
事
を
と
り
、
三
十
三

間
堂
を
拝
観

し
、
京
都
国
立

博
物
館
へ
入

り
、
少
し
散
歩

し
て
清
水
寺
へ

参
拝
、
な
ん
て

の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

※
京
都
国
立
博

物
館
（
京
都
市

東
山
区
茶
屋
町

５
２
７
）、
京

阪
七
条
駅
よ
り

東
へ
徒
歩
７
分

い
人
こ
そ
、
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ

ル
（
生
前
の
遺
言
）
を
表
明
し

よ
う
、
第
６
の
条
件
は
転
倒
↓

骨
折
↓
寝
た
き
り
を
予
防
し
よ

う
、
第
７
の
条
件
は
救
急
車
を

呼
ぶ
意
味
を
考
え
よ
う
、
第
８

の
条
件
は
、
脱
水
は
友
。
胸
水

・
腹
水
を
安
易
に
抜
い
て
は
い

け
な
い
、
第
９
の
条
件
は
24
時

間
ル
ー
ル
を
誤
解
す
る
な
！
自

宅
で
死
ん
で
も
警
察
沙
汰
に
は

な
ら
な
い
！
、
第
10
の
条
件
は

緩
和
医
療
の
恩
恵
に
あ
ず
か
ろ

う
、
で
す
。

　

協
会
で
も
議
論
し
た
「
胃
ろ

う
」
に
つ
い
て
は
、「
人
を
幸

福
に
す
る
胃
ろ
う
と
は
？
」
と

一
章
を
設
け
て
て
い
ね
い
に
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
章
に

は
「
そ
の
日
を
迎
え
る
前
に―

こ
こ
が
知
り
た
い―

」
と
い
う

て
い
ね
い
な
Ｑ
＆
Ａ
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
待
合
室
に
備
え
た
い

一
冊
で
す
。

　

【
姫
路
市　

池
内　

春
樹
】

噴
水
が
出
迎
え
る
京
都
国
立
博
物
館

Ｑ１　一般病棟「13対１」または「15対
１」入院基本料を算定している場合、10
月１日以降の取り扱いがどう変わるの
か。
Ａ１　「13対１」または「15対１」の一
般病棟入院基本料を届け出ている病棟の
90日超入院患者については、10月１日以
降は、「療養病棟入院基本料１」の取り
扱いによって算定、あるいは引き続き
「一般病棟入院基本料」で算定、のいず
れかを選択することになります。
　ただし、「療養病棟入院基本料１」の
取り扱いによって算定する場合は、９月
中に近畿厚生局への届出が必要です。ま
た、引き続き「13対１または15対１の一
般病棟入院基本料」で算定する場合は、
改めての届出は不要ですが、特定患者の
取り扱いはなくなり、10月１日以降は平
均在院日数の計算対象になります。

Ｑ２　左記以外に10月１日からの入院基
本料の取り扱いの変更点は何か。
Ａ２　一般病棟入院基本料または専門病
院入院基本料を算定する病棟において、
下記に該当する場合の取り扱いが変更さ
れます。
①直近６カ月のいずれも、全退院患者の
うち、正午までに退院した患者の割合が
９割以上の場合は、当該病棟に30日を超
えて入院している患者の退院日の入院基
本料を100分の92で算定することになり
ます。ただし、退院日に手術、1000点以
上の処置、退院調整加算または新生児特
定集中治療室退院調整加算を算定してい
る患者は除かれます。
②直近６カ月のいずれも、全入院患者の
うち金曜日に入院した患者と月曜日に退
院した患者の合計が４割以上の場合は、
金曜日の入院患者の入院直後または月曜
日の退院患者の退院直前の土・日曜日の
入院基本料を100分の92で算定すること
になります。ただし、該当する土・日曜
日に手術または1000点以上の処置を算定
している患者は除かれます。
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パソコン記帳・決算パソコン記帳・決算
日　時　10月27日（土）14時半～18時半
会　場　パソコン総合カレッジ　ノア三宮校
講　師　松田　正廣税理士　PCインストラクター　花房　孝英氏
参加費　7000円（医経研会員はPC使用料1000円のみ）　定　員　20人

●医院経営研究会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

 10月例会
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保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険
病気やケガによる休業に備えて。自宅療養も
補償されます

・医療上の事故、医療施設の事故を補償

月払:１口１万円～／一時払:１口50万円～

医師・歯科医師の老後設計に最適です

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 毎年高配当を継続 ２０１１年度配当は63％
　２０１０年度配当は４２％、２００９年度は５０％
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円のセット加入あり
■ 医師による診査はありません
■ 最長75歳まで保障
■ ライフプランに合わせていつでも増額･減額可

（拠出型企業年金保険）

・急な出費にも１口単位で解約可能
・払込が困難なときは掛金中断、余
裕ができたら掛金再開

ご加入者が5000人を超えました。
いま話題のネット生保と比べてください

・ご家族、ご兄弟、従業員にもお勧めください
（保険料はご加入者各自の銀行口座から引き落としできます）

・うつ病等や認知症による就業不能も補償
・入院による就業不能は１日目から補償
・自宅療養（５日目から補償）、代診もＯＫ
・連続休業は最長２年補償
・再発の場合も含めて通算1000日まで補償
・地震などの天災によるケガも補償

！ 　

自在性が
魅力！

医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険
掛
金

「「休業保障制度休業保障制度」」新制度のポイント②新制度のポイント②

休業時の保障内容変更せず
 来年３月から募集再開

　

「
休
業
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障
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度
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休

保
」）
は
、
医
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・
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科
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師
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代
診
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ど
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融
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認
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を
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れ
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な
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年

内
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正
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け
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年
３
月
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を
再
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す
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定
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掛
金
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、
加
入
時
の
年
齢
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よ
り
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１
口
当
た
り
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円
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認
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更
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。
ま
た
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原
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加
入
時
の
掛
金
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ん
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加
入
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開
業
医
の
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合
、
最
大
８
口
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す
（
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〜
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３
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75
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の
長
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５
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口
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入
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入
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再
発
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る
休
業
も
保
障
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対
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。
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 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

（８）第１６９８号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１２年(平成２４年)９月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

－保険診療のてびき・661－

第20回
日常診療
経験交流会
演題より

南相馬市　大町病院にみる
地震・大津波・原発事故からの復興の軌跡

はじめに
　わが国の2009年死因別死亡数は、悪性
新生物（以下、がん）が１位、全死亡数
の30％、34万人です（図１）。
　がんの中で胃がんは、2009年で男性で
は肺がんに次いで２位、女性では大腸が
ん、肺がんに次いで３位、男女合わせる
と50,017人が胃がんで死亡しています。
　胃がん死亡者は年間５万人前後を数
え、若年者での発生数減少傾向にもかか
わらず、高齢人口増加に伴い、今後10年
間で50万人が亡くなるおそれがあります
（図２）。

少なくない胃がんは
進行して発見されている
　がんの部位別死亡と罹患比について、
1975年から2001年までの推移をみると、
胃がん罹患者で1985年から約５割前後が
死亡する状況が固定化され、多くの胃が
ん患者が、救命不可能な進行度で発見さ
れたことを示しています（図３）。

胃がん検診として胃透視のみが
推奨されている問題
　国立がん研究センターの有効性評価
（科学的根拠）に基づく「胃がん検診ガ
イドライン」では、対策型検診、任意型
検診で「推奨する」は、「胃Ｘ線（胃透
視）」だけとされています。
　しかし、重要なことは、胃がん検診で
ある「胃透視」の受診率が低迷を続けて
いることです。

胃がん対策の改革として
ABC検診が提唱された
　2009年に日本ヘリコバクター学会は、
「H.Pylori（以下、ピロリ菌）感染の診
断と治療のガイドライン2009改訂版」を
発行し、「ピロリ菌感染症」を除菌適応
疾患とすることをガイドライン作成委員
の全員一致で確認しました。同年、ピロ
リ菌感染症認定医制度をスタートさせま
した。
　同年、胃がん予知・診断・治療機構
は、「胃がんリスク検診（ABC検診）マ
ニュアル」を発行し、日本の胃がん対策
を改革することを提唱しました。
　「ABC検診」は、血液検査です。ペブ
シノゲン法（以下PG）で萎縮性胃炎の
有無を、ピロリ抗体法（以下HP）でピ
ロリ菌感染の有無を調べます。そして、
PGとHPを組み合わせて、四つの群に分
別します。
　PG（－）HP（－）をＡ群、PG（－）
HP（＋）をＢ群、PG（＋）HP（＋）を
Ｃ群、PG（＋）HP（－）をＤ群としま
す。除菌療法成功者は、見かけ上Ａ群か
Ｄ群になるため、Ｅ群として区別してい
ます。
　年間の胃がん発生率は、Ａ群はゼロ、
Ｂ群は0.1％、Ｃ群は0.2％、Ｄ群は1.25
％。時間的経過で、Ｂ群はＣ群、まれに
Ｄ群に移行し、除菌成功により除菌前と
比較した発生率を３分の１に低減できる
とされています。

　ABC検診の有用性は、低価格・低侵襲
な上に、①胃がん低リスク者であるＡ群
を胃がん検診対象から除外します、②胃
がんリスクとなるピロリ菌感染症の対策
から胃カメラ・胃透視で潰瘍（瘢痕）が
認められれば、除菌療法の保険適応とな
ります、③胃がん高リスク者を明確にし
て、任意型検診または保険診療として胃
カメラ・胃透視で追跡することができる
ことにあります。

ABC検診を導入して
　良元診療所で、2010年11月から６カ月
間で300人に実施した結果では、Ａ群は
57％、要除菌のＢ群＋Ｃ群は27％、要観
察のＤ群＋Ｅ群は16％でした（図４）。
　一般的に、群別の発生数は対象の年齢
構成に左右され、60代以上でピロリ菌保
菌者は６割、50代から低下しますが、10
代でも１割あると報告されています。
　この11カ月間で、胃がん３例、食道が
ん１例が見つかりました。全例がピロリ
菌感染者で、かつ除菌療法を受けていま
した。
　胃がん３例中２例は、除菌成否判定前
に発見。胃がん１例と食道がん１例は、
除菌成功すなわちＥ群でした。胃がん３
例は全例、内視鏡治療の適応はなく胃切
除術を受けています。食道がん１例は、
偶然発見され手術待機中ですが、転移な
しとの中間報告をいただいています。

ABC検診の今日的課題
　①自治体健診・健保健診・事業所健診
項目とする課題。
　群馬県高崎市、東京都足立区・目黒
区、埼玉県越谷市、栃木県大田原市、岡
山県真庭市、神奈川県相模原市などが住
民検診として、神戸製鋼所などが企業検
診として実施しています。ペプシノゲン

宝塚市・良元診療所　 脇野　耕一

胃がんリスク検診
（ABC検診）の取り組み

法は保険適応がないため、ABC検診の価
格は自由設定で、3,000円から5,000円台
が多いようです。住民検診や企業検診で
は受診者本人の費用は無料～1,000円台
になります。
　②「ABC検診マニュアル」改定の課
題。
　ピロリ抗体法のカットオフ値10未満で
は見逃しが多く、抗体価３～９の場合、
別法（尿素呼気試験か便中ピロリ抗原）
で再検査が必要との意見もあります。

　③胃がん検診から除外するＡ群、本当
のＡ群（以下、ピュアＡ群）選定の課
題。
　除菌歴の有無を、問診票だけでなく、
カルテ突合や診療情報で確認したり、内
視鏡所見の定量化の課題が指摘されてい
ます。
　④ピュアＡ群以外の方々に必要となる
精緻なフォローの課題。
　内視鏡検査の課題と追跡システムの課
題があげられます。
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Source : Center for Cancer Control and Information Services,
 National Cancer Center, Japan
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図３ がん部位別死亡／罹患比

2010/11/19‒2011/05/31
300人の内訳
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図４ ABCDE各群の出現率

第21回日常診療経験交流会

「五感！六感!! ふれあう医療～感性を研ぎすまして」
日　時　10月28日（日）　10時～17時
会　場　神戸市産業振興センター９・10階（JR神戸駅より南へ徒歩約７分）
◇分科会　10時～14時　メインテーマ関連、日常診療、在宅ケアの経験など。
◇特別企画「今さら聞けない、教えて」　医科・歯科・薬科の連携へ他科に聞いて
みたいちょっとしたこと。回答は当日。
◇医科・歯科・薬科交流企画　「抗凝固剤の最新の知見」（仮）14時30分～17時
　①医科－姫路循環器病センター神経内科部長　喜多　也寸志先生　
　②歯科－公立学校共済組合近畿中央病院口腔外科部長　藥師寺　登先生　
　③薬科－武庫川女子大学薬学部　薬理学Ⅰ講座教授　中村　一基先生　
◇－いざという時のために－　救急フェスタ　CPR講習会　13時～14時30分
◇展示コーナー　10時～16時　ポスターセッション、医院新聞、会員作品展、電子
カルテ、情報ネットワークコーナー、フィジカルアセスメント体験コーナーほか。

お申し込み・お問い合せは、☎078－393－1803　研究部まで

第21回日常診療経験交流会プレ企画

日　時　10月27日（土）17時10分～19時　　会　場　協会会議室
講　師　福島県南相馬市　医療法人社団青空会　大町病院
　　　　看護部長　藤原　珠世氏

お申し込み・お問い合せは、☎078－393－1803　研究部まで

～東日本大震災の医療現場での経験から学ぶ　医療と看護～
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